
約90 ヘクタールにおよぶ広大な敷地を有
する、自然豊かな丘陵地に開発された横浜
市旭区の「横浜若葉台団地」。高層住宅を
はじめ、さまざまなレクリエーション施設が
計画的に配置された若葉台団地は、1979

年3月の入居開始から人気を集め、1990

年にはその数は２万人を超えていました。し
かし、46年ほど過ぎた今、少子高齢化によっ
て人口は約13,000人、6,712 世帯に減少
しています。また居住者のうち、65 歳以上
の入居者が 約7,400人と全体のおよそ
55％に達しており、さらなる少子高齢化が
懸念されていました。
若葉台連合自治会 会長の菅尾 貞登 氏
は、「少子高齢化や人口減少に伴い、高齢
者や子どもの見守りや声かけ、自宅訪問を
行う人手不足といった課題はますます深刻
化していくでしょう。高齢者福祉の充実と
同時に、子育て世帯が安心・安全に暮らせ
る環境づくりは急務です」と説明します。
認定NPO法人若葉台 理事長 白岩 正明 

氏も次のように続けます。「現在、高齢者
の独居世帯は1,300戸と、若葉台団地の全
住戸数の20%まで達しており、限られた人

数の民生委員がすべての独居世帯の見守り
を行うことに限界を迎えつつあります。この
課題を解決するためには、住民同士の見守
りや助け合いに加えて、デジタル技術の活
用が不可欠です」（白岩氏）
そして近年、総務省の主導のもと、デジ
タル技術を活用した地域課題を解決する「ス
マートシティサービス」の推進が活性化して
います。若葉台団地も一般社団法人コンパ
クトスマートシティプラットフォーム協議会
（以下、CSPFC）の提案を受け、2023年か
らスマートシティに向けた実証事業に踏み出
しています。

「しかし、見守りサービスやコミュニケー
ションツールは、多くがタッチポイントにス
マートフォンを利用したものでした。15歳以
下の子どもや75歳以上の高齢者はスマート
フォンを保有していない、あるいは使いこな
せていないケースが少なくありません。特に
高齢者については、スマートフォンを使わず
に見守りができる仕組みも必要でした」と
白岩氏は話します。
こうした若葉台団地の要望に応えたもの

が、NTTデータが提供する「ボイスタ！」です。
「ボイスタ！」は、Alexa搭載の画面付きスマー
トスピーカー「Amazon Echo Show」をタッ

チポイントとして
利用し、音声に
よる情報配信を
はじめ、対話や
声かけによる健
康促進や見守り、

ビデオ通話やコンテンツ配信など、話かけ
るだけで多彩な機能を利用できるサービス
です。
一般財団法人 若葉台まちづくりセンター 

総務部 部長 丸野 豊 氏は、「『ボイスタ！』を
知ったのは、CSPFCを通じてAmazonや
NTTデータを紹介されたことでした。『ボイ
スタ！』を採用した理由は、音声による操作
ができることに加え、自治体における数多く
の導入実績や、高齢者の利用率も高いこと、
さらに地域情報の配信も可能なためコミュ
ニケーションを促
進できると考え
たからです。そ
して、導入や運
用にあたって
NTTデータから
しっかりとしたサポートをしてもらえることも
採用の決め手となりました」（丸野氏）
「ボイスタ！」には、Alexaを法人向けに提
供するサービス「Alexa Smart Properties」
が活用されています。より利便性の高いサー
ビスを実現していくには、Alexa Smart 

Propertiesの活用は欠かせないものでした。
NTTデータ 第二金融事業本部 しんきん事
業部 事業推進担当 課長代理の酒井 宏幸 

氏は、「Alexa Smart Propertiesの利点は、
サービス提供側
がAlexaを 統 合
管理できることで
す。利用者がア
カウントを個人で
作成したり、運
用 者 が1台1台
機器をセットアッ

プしたりする必要がありません。加えて、
地域イベントを登録して配信したり、声かけ
に関するスキルを開発したりするなど、若葉
台団地様のニーズに応じて利用方法をカス
タマイズできることも大きなメリットでした」
と説明します。

「ボイスタ！」の導入は2024年1月に決定
し、NTTデータの支援のもとで、3月には
30戸への導入が完了し実証実験が進めら
れています。白岩氏はNTTデータのサポー
トに対して、「地域の利用者や、見守りを担
当するNPOスタッフへの説明など、導入や
利用にあたって必要なことをしっかりサポー
トしてもらえており、とても助かっています」
と評価します。
また若葉台団地は、実証実験を進めるな
かで、定期的にNTTデータとの議論も重ね
ながら、「ボイスタ！」の利用拡大に向けたコ
ンテンツの拡充にも取り組んでいます。

現在、「ボイスタ！」を通じて多彩なサービ
スが提供されています。例えば、見守りに
ついては、朝昼晩にEcho端末が「おはよ
うございます」「リフレッシュに体操をしませ
んか」「今日一日はどうでしたか」などと居
住者に声かけを行っています。「ボイスタ！」
のオリジナルスキルから居住者に呼びかけ
をする仕組みを追加の実装後、利用率も2

～3倍ほど増加（※1）しました。「毎朝『ボ
イスタ！』が挨拶してくれるので寂しくないわ
と言ってくれる独居世帯の方もいます」と菅
尾氏は話します。
また、声かけに対する反応は、管理画面
から確認することができます。このほかにも、
家庭に側にも置かれたEcho端末を通じて、
家族とのビデオ通話による相互の対話も行
われています。

一方、情報配信では「ホームカード」と
呼ばれるEcho端末に常時表示されている画
面を通じて、月に20件ほどの地域イベント
の案内が行われています。また、最近では
Amazon Musicも利用可能となり、好きな曲
を聴いて楽しんでいる利用者も多いといい
ます（※2）。また、子供向けにもクイズや
昔話といったコンテンツが提供されており、
「親 の もとで、
Echo端末が子ど
もに絵本を読ん
でくれたり、子ど
もが楽しんで歯
磨きをしてくれた
りしているので助かっています」という保護
者からの声も多数寄せられています。
現在「ボイスタ！」の利用状況をモニタリ
ングしていますが、これまでの見守りは、
訪問の場合、1件あたり約30分ほどかかっ
ていたのが、約10分程度に短縮できる見
込みです（※3）。今後、防災情報など地
域情報の発信を拡充させていくほか、認定
NPO法人若葉台のスタッフと連携しながら、
さらなる見守りサービスの強化にもつなげて
いく考えです。

Alexa Smart Propertiesの導入によって、
「誰一人取り残さないスマートシティサービ
ス」の実現を進める若葉台団地。高齢者や
子供にも優しい暮らしを目指すこの取り組み
にこれからも目が離せません。

●音声を利用した双方向コミュニケー
ションで、誰もが利用できるタッチポイ
ントを実現

●法人アカウントでの一括管理が可能な
端末で、居住者の負担や導入の不安を
軽減

●独自の情報配信で、地域内コミュニ
ケーションの活性化を促進
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Amazon、Alexa および、これらに関連するすべての商標は、Amazon.com, Inc. 又はその関連会社の商標です。本資料に記載された情報（データ類も含みます。以下同じです。）は、皆様に対する弊社の情報提供を目的として作成されておりますが、
弊社がその内容につき、正確性、妥当性および完全性を保証するものではありません。 本資料に記載の内容は 2025 年 3 月現在のものであり、弊社において、これを予告なく変更等する場合があることを、あらかじめご了承ください。 本資料に関連
するサービス内容、およびインターネットサイト上の表示等は変更となることがありますのでご了承ください。 弊社は、本資料の記載内容につき細心の注意を払っておりますが、記載された情報の誤り等に関し、一切責任を負うものではありません。

1979年に神奈川県住宅供給公社が横浜市旭区に開発した横浜若葉台団地は、東京ドーム約19個分の敷地内に高層
住宅をはじめ、病院、銀行、教育施設、商業施設を有する大規模団地です。少子高齢化の進展によりさまざまな課題
が浮上するなか、デジタル技術の活用による見守りサービスや、コミュニケーション活性化などに取り組んでいます。

プロパティ様
プロフィール

https://developer.amazon.com/ja-JP/alexa/alexa-smart-properties

※1 横浜若葉台でご利用いただいている30名の方の
ボイスタ！スキルの利用率。2024年10月では15.8％
の利用率が、2025年3月には45.5％に上がった。利
用率は、毎日全員の方がご利用いただくと100％とし
て換算した。

※2 Echo端末に利用者のAmazonアカウントを接続す
る必要があります。音楽サービスの利用には別途登
録・契約や料金が必要な場合があります。

※3 訪問時の見守り時間は、認定NPO法人若葉台か
らのヒアリングによるもの。また、短縮できる見込みは、
ボイスタ！による見守りの実験で要した時間を計測した
もの。

酒井 宏幸 様

コンテンツ配信や双方向のコミュニケー
ションで日々の生活が充実

NTTデータの手厚いサポートにより、
スムーズな導入を実現

株式会社NTTデータ
第二金融事業本部しんきん事業部
事業推進担当課長代理


